

















された。 これは当時流行 していた,実 用性の















美術工芸運動 にと って,刺 繍 は重要な表現
方法のひとつであった。モ リスをは じめ,バ ー
ン=ジ ョー ンズ,ウ ォル ター ・ク レイ ンも,
講師陣 と して参加 し,王 立刺繍学院のため に
芸術刺繍の下絵 を提供 して いる。 また クレイ
ンの妹で あるル ーシー ・クレインは,著 書の
中で,芸 術刺繍 の理念 と技法を,一 般家庭の
読者 に向けて分か りやす く説明 してい る。
「応接間(ド ローイ ング ・ルーム)は,家 の
中で もっと も装飾 的な部屋 であ る。(略)応
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接間の椅子 の背 もたれ カバ ーは,細 やかな リ
ネ ン地 で レースの飾 りがされて いるべきであ
る。 これはさ りげないが,デ リケー トで上品
だ。 さ らに賞賛 に値す るた めには,1色 の絹
糸,ま たはクルーイル ワー クで,白 地 に青か
金の模様 が刺繍 されるべ きで ある。」








































また一 方で,1890年代 に入 ると,美 術工芸
運動 の芸 術家 か ら,芸 術刺繍 に対 し反対意見
が出 され るよ うになった。
ルイス ・F・ デイは,美 術工芸運動の一員
であ り,織 物,壁 紙,ス テ ン ドグラスの優 れ
たデザイナーおよび批評家 と して知 られ,ま
た刺繍の歴史研究 家で もあ った。デイは,著
書の 中で,芸 術刺繍 の流行 によって,一 般愛
好者た ちが難 しすぎる刺繍 に精 を出 してい る
現状や,バ ー ン=ジ ョー ンズや ク レインが描
いた装飾過多の刺繍に対 して厳 しい批判を行 っ
た。
「芸術刺繍!こ れは現在 の指 し手 の忍耐を
無 くし,さ らに実力以上 の大志 を抱かせて し
まう。昔 の仕事,寡 黙で 目立たない刺繍ステ ッ
チの,何 が間違いなのだろ うか。」




判 した。 また グラス ゴー美術学校で は,芸 術
刺繍 の影響を受 けつつ も,芸 術刺繍 とは全 く
異な る独 自の グラスゴースタイル を作 り出 し,









な団体 と,一 流の芸術家 の参加によって,
1870年代,芸 術刺繍は急速に高い水準に到達
した。美術工芸展覧会は,当 時まだ少なかっ
た女性作家が参加できる場でもあり,メイ ・
モリスをはじめとする,多 くの女性芸術家が
作品を発表 した。また,男性芸術家がデザイ
ンした図案を,その妻が刺繍することが多かっ
たことから,芸術刺繍に携わる女性作家が多
く現れた。芸術刺繍の活動によって女性芸術
家の活動が促され,そ の後,女性の手工芸教
育に携わる者が多 く輩出された。
1890年代には,美術工芸運動の芸術家自ら
が芸術刺繍に対 し批判および意見することで,
表現としての刺繍の可能性を広げ,グラスゴー
派,ア ール ・ヌーヴォーなど,その後のさら
なる刺繍様式の模索へとつながっていった。
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